
                           

     

 

四
月
七
日
、
四
谷
の
千
枚
田
に
お
い
て 

横
浜
ゴ
ム
新
城
工
場
新
入
社
員
三
十
七

名(

幹
部
社
員
十
五
名
、
総
勢
五
十
二
名)

の
社
員
研
修
が
行
わ
れ
た
。 

 

九
時
三
十
分
、
現
地
に
到
着
し
た
社
員

は
市
鳳
来
総
合
支
所 

内
藤
地
域
整
備
課

長
の
歓
迎
の
挨
拶
と
森
本
副
工
場
長
の

挨
拶
の
後
、
小
山
舜
二
が
棚
田
を
守
る
厳

し
い
現
実
、
自
然
、
文
化
、
歴
史
な
ど
を

交
え
た
説
明
を.

高
低
差
二
百
メ
ー
ト
ル 

の
「
ふ
れ
あ
い
広
場
」
ま
で
案
内
し
た
。 

                

午
前
中
は
、
高
橋
庄
一
顧
問
の
総
指
揮

の
も
と
、
七
班
に
編
成
さ
れ
た
新
社
員
は

各
班
長
と
保
存
会
、
お
助
け
隊(

十
名)

と

共
に
、
ふ
れ
あ
い
広
場
や
隣
接
地
の
耕
作

放
棄
地
の
環
境
整
備
に
汗
を
流
し
た
。 

                

昼
食
・
交
流
会
は
松
下
誠
事
務
局
の
軽

快
な
進
行
で
始
ま
っ
た
。
昼
食
前
に
穂
積

市
長
の
全
国
か
ら
新
境
地
、
新
城
市
の
企

業
で
働
い
て
い
た
だ
く
フ
レ
ッ
シ
ュ
マ

ン
に
お
礼
と
期
待
を
含
め
た
挨
拶
の
後
、

「
棚
田
っ
娘
」(

五
名)

自
慢
の
五
平
餅
と

有
害
駆
除
で
捕
獲
し
た
猪
の
シ
シ
汁
に

舌
鼓
を
打
っ
た
。 

 

交
流
会
は
保
存
会
、
棚
田
っ
娘
の
紹
介

に
続
き
、
新
規
社
員
が
ア
サ
ヒ
ス
ー
パ
ド

ラ
イ
の
空
箱
に
上
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
出
身

地
、
抱
負
な
ど
、
自
己
紹
介
が
行
わ
れ
た
。

抱
負(

夢)

は
様
々
で
、
将
来
の
目
標
は
「
金

筋
入
り
の
帽
子
を
一
日
も
早
く
か
ぶ
り

た
い
」
。
早
く
副
工
場
長
に
な
る
」
。
「
工

場
長
に
な
る
」
。「
あ
い
さ
つ
の
で
き
る
人

間
に
な
る
」
な
ど
、
現
役
班
長
も
オ
チ
オ

チ
し
て
い
ら
れ
な
い
意
欲
的
な
抱
負
が

語
ら
れ
た
。
班
長
ク
ラ
ス
も
「
社
員
と
し

て
の
自
覚
」、「
不
況
の
な
い
、
安
定
し
た

会
社
で
あ
り
、
真
面
目
に
働
け
ば
、
よ
い

家
庭
が
築
け
ら
れ
る
」
。
な
ど
、
経
験
を

踏
ま
え
た
力
強
い
助
言
が
あ
っ
た
。 

 

交
流
会
の
締
め
に
、
新
城
設
楽
農
林
水

産
事
務
所 

伴
建
設
課
長
か
ら
力
の
こ
も

っ
た
励
ま
し
の
言
葉
が
贈
ら
れ
た
。 

               

帰
路
は
沢
掃
除
を
し
な
が
ら
千
枚
田

入
り
口
に
到
着
。
保
存
会
を
代
表
し
て
横

浜
ゴ
ムO

B

の
高
橋
孝
行
の
お
礼
の
言
葉

で
お
見
送
り
を
し
た
。 

四
谷
の 

 
千
枚
田
だ
よ
り 
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棚
田
で
実
り
、

浜
ゴ
ム
で
育
っ

た
コ
ブ
シ
の
苗

木
、
八
本
を
記

念
植
樹
し
た
。 



連
谷
お
助
け
隊
総
会 

 
四
月
二
日
、
連
谷
お
助
け
隊
は
連
谷
会

館
を
会
場
に
年
次
総
会
を
開
催
。
開
催
冒

頭
に
林
リ
ー
ダ
ー
の
「
一
年
間
、
あ
り
が

と
う
さ
ま
」
の
挨
拶
に
始
ま
り
松
下
事
務

局
か
ら
昨
年
度
事
業
、
会
計
報
告
及
び
本

年
度
事
業
計
画
な
ど
の
報
告
が
あ
り
、
役

員
も
す
べ
て
留
任
に
決
ま
っ
た
。
席
上
に

は
オ-

ド
ブ
ル
、
刺
身
、
ビ
ー
ル
、
焼
酎
な

ど
が
ズ
ラ
っ
と
並
ん
で
の
総
会
で
あ
っ

た
た
め
か
、
「
ア
ッ
」
と
い
う
間
に
シ
ャ

ン
シ
ャ
ン
と
相
成
っ
た
。
隊
員
は
程
よ
く

酔
い
が
回
る
に
し
た
が
い
「
ロ
レ
」
も
闊

達
に
な
り
、
昨
年
度
事
業
の
「
あ
あ
だ
っ

た
、
こ
う
だ
っ
た
。
あ
り
ゃ
あ
ま
ず
か
っ

た
、
こ
う
せ
り
ゃ
あ
良
か
っ
た
、
今
年
ゃ

あ
、
こ
う
せ
ま
い
か
ん
。
」
な
ど
の
反
省

を
踏
ま
え
た
前
向
き
な
意
見
が
百
出
。
ま

と
め
の
最
後
は
、
林
リ
ー
ダ
ー
の
「
ま
ぁ

あ
、
み
ん
な
、
頼
ま
ぁ
あ
、
連
谷(

地
域)

の
た
め
に
皆
ん
な
で
頑
張
ら
ま
い
か

ん
。
」
の
一
言
で
本
年
の
活
動
目
標(

連
谷

お
助
け
隊
と
し
て
の
役
目)

が
決
ま
っ
た
。 

         

お
田
植
え
感
謝
祭
「
み
ん
な
で
灯
そ
う
千

枚
田
」
の
実
施
に
つ
い
て 

 

東
日
本
大
震
災
を
鑑
み
、
イ
ベ
ン
ト
を

自
粛
す
べ
き
か
否
か
議
論
し
た
が
、
四
谷

の
千
枚
田
に
お
い
て
も
明
治
三
十
七
年

の
山
崩
れ
で
十
軒
、
十
一
人
の
尊
い
人
命

を
失
い
、
ま
た
、
約
二
百
六
十
年
前
に
は

山
崩
れ
の
頻
発
か
ら
集
落
全
戸
が
集
団

移
転
し
た
。
な
ど
、
厳
し
い
過
去
か
ら
「千

枚
田
を
守
り
抜
い
た
、
偉
大
な
る
先
人
た
ち

へ
の
鎮
魂
の
灯
火
」 

お
田
植
え
感
謝
祭
と
し

て
昨
年
ま
で
実
施
し
て
き
た
こ
と
か
ら

本
年
も
六
月
四
日(

土)

、
千
五
百
本
の
ロ

ウ
ソ
ク
に
鎮
魂
の
祈
り
を
込
め
、
被
災
地

の
更
な
る
復
興
を
願
い
、
厳
粛
に
行
う
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。 

主
催 

連
谷
お
助
け
隊 

     

生
物
多
様
性
研
修 

 

愛
知
県
農
林
水
産
部
は
各
種
農
林
水

産
施
策
の
円
滑
な
推
進
に
あ
た
り
必
要

な
生
物
多
様
性
の
保
全
に
係
わ
る
実
践

的
知
識
・
技
術
を
習
得
さ
せ
る
こ
と
を
目

的
に
合
同
職
場
研
修
会
を
五
月
十
八
日

(

農
作
業
体
験)

、
十
九
日(

生
き
も
の
調

査
・
生
物
多
様
性
を
学
ぶ)

の
二
日
間
「
四

谷
の
千
枚
田
」
で
小
山
舜
二(

ふ
る
さ
と
指

導
員)

を
講
師
に
行
わ
れ
る
。 

大
日
さ
ま
が
一
般
拝
観
で
き
ま
す 

「
阿
弥
陀
如
来
像
」
が
大
林
の
愛
宕
さ

ま
社
の
拝
殿
に
安
置
さ
れ
て
い
る
も
の

の
一
般
拝
観
が
で
き
な
か
っ
た
。
檀
信
徒

は
よ
り
多
く
の
方
々
の
拝
観
を
願
い
、
社

の
前
面
を
格
子
づ
く
り
に
改
築
。
四
月
十

日
に
落
成
、
拝
観
に
至
っ
た
。 

 
 

                

こ
の
、
大
日
さ
ま
は
慶
安
元
年
、
後
ろ

山(
大
代
集
落)

に
あ
っ
た
大
日
堂
の
火
災

に
よ
り
、
黒
こ
げ
と
な
っ
た
大
日
如
来
像

の
身
代
わ
り
と
し
て
阿
弥
陀
如
来
像
が

田
楽
の
守
護
に
迎
え
ら
れ
、
大
代
、
大
林

の
田
楽
衆
た
ち
に
よ
り
継
承
さ
れ
て
き

た
が
、
日
中
戦
争
に
よ
り
後
継
者
不
足
も

あ
っ
て
昭
和
十
四
年
、
大
林
の
来
宝
寺
で

奉
納
さ
れ
た
の
を
最
後
に
四
百
三
十
年

余
続
い
た
田
楽
も
幕
を
閉
じ
た
。 

 

私
た
ち
が
子
供
の
頃
か
ら
大
日
さ
ま

(

大
日
如
来
像)

と
思
い
こ
ん
で
き
た
仏
像

は
胎
内
墨
書
か
ら
阿
弥
陀
如
来
像
で
あ

り
、
正
和
三
年(1

3
1
4

年)

、
鎌
倉
中
期
の

作
で
あ
る
こ
と
が
鑑
定
さ
れ
、
平
成
九
年
、 

(

旧)

鳳
来
町
文
化
財
指
定
を
受
け
た
。 

情 

報 
 

四
谷
の
千
枚
田
は
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ

ー
ク
当
初
か
ら
代
か
き
に
始
ま
り
、
五
月

上
、
中
旬
に
は
田
植
え
が
行
わ
れ
、
下
旬

に
は
「
千
枚
の
水
鏡
」
が
見
ら
れ
ま
す
。 

田
植
え 

① 

豊
橋
調
理
製
菓
専
門
学
校
は
四
谷
の

千
枚
田
を
実
習
田
に
、
田
植
え
か
ら
収
穫

ま
で
を
実
践
、
食
の
原
点
で
あ
る
米
作
り

を
通
し
た
食
農
を
学
び
、
学
園
祭
な
ど
で

成
果
発
表
や
収
穫
米
の
試
食(

五
平
餅
、お

に
ぎ
り
等)

を
行
い
、一
般
市
民
や
父
兄
に

好
評
を
得
て
い
る
。
そ
の
、
一
環
と
し
て

五
月
十
二
日(

木)

、
学
生
に
よ
る
田
植
え

が
行
わ
れ
る
。 

② 

五
月
十
八
日(

水)

、
連
谷
小
学
校
の
田

植
え
が
行
わ
れ
る
。 

 

五
日
の
「
代
か
き
」
に
は
、
棚
田
っ
娘

の
お
ば
さ
ん
た
ち
が
昼
食
に
お
い
し
い

五
平
餅
を
作
っ
て
く
れ
る
そ
う
で
、
五
名

の
児
童
は
大
変
楽
し
み
に
し
て
い
る
。 

行 
 

平
成
二
十
三
年
四
月
十
五
日 

 
 
 

 

鞍
掛
山
麓
千
枚
田
保
存
会 

 

発 
 

文  

責 
 

小 

山 

舜 

二 

２３年度役員 

リーダー   林 義明 

サブリーダー 原田佳治 

サブリーダー 金古浩一 

総括チーフ  松下 誠 

事業チーフ  小山英樹 

広報チーフ  原田英史 

顧問 

小山舜二 内藤成志 原田英壽 

連谷お助け隊メンバー 

総勢 ２６名 

東
日
本
大
震
災
復
興
の
た
め
鞍
掛
山
麓
千

枚
田
保
存
会
、
連
谷
お
助
け
隊
は
義
援
金

と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
協
力
し
ま
し
た
。 


